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　この図表を使用すると，任意の高度および速度で落下

を始めたときの任意の高度における気圧の第3温度補正

量を求めることができる．なお，上昇のみの場合には，

Fig．3からそのま、No・5を通過してNo・6におい

て，△T2とPとから△Pを求めることができる．以上

のようにして求めた下降時における補正量は，下降開始

高度，上昇および下降速度，高度などにょうて異なる

が，7mb程度になることがわかる．終りに，いろいろ

とこの間題について討論に参加していたずいた荒川，岡

林の両氏に謝意を表する．

U－Dゾンデの気圧第3温度補正について
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